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はじめに 

 倶知安町環境白書は、倶知安町環境基本条例第８条の規定に基づき、倶知安町の環境の

状況並びに環境の保全及び創造に関して講じた施策を倶知安町の方々に公表するものです。 

具体的には、平成 18 年 3 月に策定した倶知安町環境基本計画に定める施策の進捗状況

などを取りまとめたものです。 

 国内外有数のリゾート地である本町の将来に向けた発展のため、環境に関する取り組み

に対する一層のご理解とご協力並びにご意見・ご鞭撻をいただけましたら、幸いです。 
 

環境基本計画の体系と本書のとりまとめについて 

倶知安町環境基本計画の

基本理念は「協働で創造す

る、自然生態系に即した循

環と共生のまちづくり」で

す。この理念の実現のため、

4 つの大目標の下に 17 の

小目標、小目標の下に課題

と施策と行動の領域、158

の施策を定めています。 

環境基本計画の体系は右

図にしめすとおりです。 

本書では、施策の進行状

況、施策に関係する環境調

査、環境活動などを調査し、

４つの大目標ごとに整理し

ています。 

 

 

  

環境像 【小目標(1)】自然の循環
理念
■

協働

循環 【小目標(2)】くらしの循環

共生

【小目標(3)】エネルギーの循環
はじめの

一歩 【循環：２】 【小目標(4)】循環つなぐ土地利用

A：川 循環機能による 【小目標(1)】地球温暖化の防止
B：森 地球環境の保全 【小目標(2)】他の地球環境問題

C：農 【小目標(1)】水環境との共生
D：街

E：生物

指標

【小目標(2)】雪環境との共生

【小目標(3)】緑環境との共生

【共生】 【小目標(4)】野生生物との共生
自然とくらしの共生

【小目標(5)】大気環境の保全

【小目標(6)】音環境の保全

【小目標(7)】心に残る景観の創出

【小目標(8)】歴史的文化遺産

【小目標(1)】住民参加と主体形成

【協働】 【小目標(2)】協働による役割分担
協働で地域環境の再生

【小目標(3)】国内外との連携

基本理念 小目標大目標

【循環：１】

循環機能による
地域環境への

負荷の低減

【循環：２】
循環機能による
地球環境の保全

【共生】
自然とくらしの

共生

【協働】

協働で地域環境

の再生
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※この図は倶知安町環境基本計画の内容を、一部抜粋・変更したものです。 
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進捗状況について 

 

町民の方、事業者の方、町が大目標で掲

げる環境配慮行動指針を行っているか、い

ないかを集計し、点数づけしています。 

短期(最初の 5 年間)はじゃが太君 

中長期(５年以降)はじゃが子ちゃん 

また、施策に関係した行動を個別に取り

上げています。 

本誌 環境基本計画
対応ページ 対応ページ

1)山・森林の循環機能の保全 55 3
2)河川の循環機能の保全 56 3
3)雪の循環機能の保全 57 2
4)生物的多様性にもとづく循環機能の保全 58 5

1)第１次産業における循環機能の保全 59 5
2)第２次、第３次産業における循環機能の保全 61 5
3)消費者における循環機能の保全 62 4
4)一般廃棄物の処分における循環機能の保全 63 5
5)産業廃棄物の処分における循環機能の保全 64 3

1)再生可能エネルギーの導入 65 4
2)省エネルギーの推進 66 3

1)土地利用区分別の資源循環を結びつける 7 67 7

1)温室効果ガス発生抑制 69 4
2)オゾンホール問題の対策 70 1

1)親水性＝触れ合う機会の拡大 71 3
2)親水性＝近づきやすさの確保 72 2
3)水質・きれいさの確保 73 5
4)水量の確保 74 2
5)水辺地の緑の増大 75 4
6)地下水汚染対策 76 3

1)親雪＝冬の外出・冬のレクの活性化 77 3
2)利雪＝雪氷冷熱エネルギーの利用 78 3
3)克雪＝人と環境にやさしい除排雪の推進 79 3

1)住環境の緑＝家の周りや庭の緑の充実 80 4
2)都市の緑①＝公園の緑の充実 81 4
3)都市の緑②＝道路沿いの緑の充実 82 4
4)都市の緑③＝施設周辺の緑の充実 83 2
5)農地の緑の保全 84 3
6)自然の緑①＝森林など自然の緑の保全 85 6

1)自然の緑②＝野生生物の生態系の維持 87 3
2)水辺の野生生物の生態維持 88 2

1)大気環境の保全 16 89 4

1)音環境の保全 17 90 4

1)市街地景観の向上①＝街並みの景観の向上 91 3
2)市街地景観の向上②＝街角の清掃や美化活動 92 2
3)水辺の景観の向上 93 2
4)農村部の景観の向上 94 2
5)自然の景観の向上 95 4
6)冬の景観の活用 96 2

1)歴史遺産の周辺環境の保全 18 97 2

1)住民参加の仕組みづくり 98 3
2)情報共有の推進 99 4
3)環境教育の推進 100 5

1)事業者の主体的活動 101 3
2)住民の主体的活動 102 3
3)行政の役割 103 3

1)国内外の人々との連携 20 104 2

施策数課題と施策と行動の領域
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【循環：１】循環機能による地域環境への負荷の低減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小目標（１）】自然の循環 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）山・森林の循環機能の保全(p.55) 
          

89％ 67％ 
○百年の森や風土館主体の各種観察調査（キノコ、植生）が毎年数回行われています。 
○森林整備地域活動支援金や民有林の交付金で山・森林の循環保全が行われています。 
○水源林造成事業の維持管理や水源保全条例による山・森林の循環保全に努めています。 

２）河川の循環機能の保全(p.56) 
          

67％ 67％ 

○魚道設置提案他多岐の活動により、オビラメの会がイトウの再導入に成功しました。 

３）雪の循環機能の保全(p.57) 
          

100％ 67％ 

○水源林造成事業の維持管理や水源保全条例による雪の循環機能保全に努めています。 
○敷地内雪対策支援事業他多くの施策により雪の循環機能保全が行われています。 

４）生物多様性にもとづく循環機能の保全
(p.58) 

          

33％ 13％ 

○百年の森や風土館主体の各種観察調査（コウモリ、探鳥）が毎年数回行われています。 
○百年の森のこどもホタレンジャーの活動が環境大臣優秀賞を受賞しました。 

【循環：１】循環機能による地域環境への負荷の低減 
倶知安の地域環境を保全するため、自然やくらしの中の様々な資源

循環とエネルギー循環を維持し、その中で環境への負荷を低減するこ
とを大目標として掲げます。また、領域ごとの循環を相互に結び合わ
せる土地利用についても、そのふさわしいあり方を目指します。 

 
○進捗状況の総括 

目標実現に向けた課題のうち、生物の多様性については近年取り組
みが盛んになってきた分野であるため若干遅れはありますが、他は概
ね計画通りに進行しています。 
くらし、エネルギー、土地の循環機能の保全については、短期間（最

初の 5 年間）は概ね計画通りに進行しており、中長期間（5 年以降）
は今後の進展が期待されます。 

短期(平成18～22年) 中長期(平成23年以降) 

          
81％ 46％ 
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用語説明 

○こどもホタレンジャー 

こども主体のホタルを守る人（ranger：森林や自然公園を警備したり、保護したりする人）

を意味し、全国の代表的な活動やユニークな活動を環境大臣が表彰します。 

○再導入 

歴史的に分布が認められながら、種がすでに絶滅または絶滅に瀕している所に、再び定着

させる試みのこと。 

倶知安は羊蹄山・ニセコ山系に囲

まれ、水質日本一の尻別川が流れる

自然豊かな町です。環境基本計画で

は、この豊かな自然環境を将来に引

き継いでいくために、自然の循環機

能の保全を目標としています。 

左の広報記事で取り上げられた、

ホタルの復活やイトウの再導入は本

町での自然の循環機能の保全の取り

組みのひとつと言えます。 

※この記事は平成 23 年 4 月号の 

広報くっちゃんより引用しました。 

※この記事は平成 23 年 6 月号の広報くっちゃんより引用しました。 
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【小目標（２）】くらしの循環 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）第１次産業における循環機能の保全
(p.59) 

          

73％ 47％ 

○農業振興協議会負担、環境保全型農業直接支援対策他多くの施策が行われています。 
○町認定農業者協議会による栽培体験他多くの施策が行われています。 
○ふれあいファーム登録や完熟キャベツ・枝豆の栽培体験が継続的に行われています。 
○森林整備地域活動支援金や民有林の交付金で循環保全が行われています。 

２）第２次、第３次産業における循環機能
の保全(p.61) 

          

67％ 40％ 

○町認定農業者協議会による農産物即売会他多くの施策が行われています。 
○乱開発を防ぐため景観地区の設定や観光振興基本計画を策定しています。 
○雪トピアフェスティバルやサマークロスカントリーなど関連施策を行っています。 

３）消費者における循環機能の保全(p.62) 
          

67％ 33％ 

○文化祭やリサイクルバザーで消費者協会からの情報を提供しています。 
○一般家庭用生ごみ処理機購入費負担や処理業者の堆肥無料配布がされています。 
○大型店舗のマイバスケット制やレジ袋削減に関する協定がされています。 

４）一般廃棄物の処分における循環機能の
保全(p.63) 

          

80％ 33％ 

○廃棄物処理業者による堆肥化と多くの地域で徹底した分別が実施されています。 
○平成 19 年の段階で処理手数料に問題が生じてなく、現在に至っています。 
○不法投棄禁止の呼掛やパトロールを行っています。 

５）産業廃棄物の処分における循環機能の
保全(p.64) 

          

100％ 33％ 

○廃棄物協会による説明会や振興局による説明施設見学会が行われています。 
○廃棄物処理業者による見学対応が随時行われています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境調査（ごみ処理） 

※この図は、『清掃事業概要(平成 25 年度版)』 

に基づき、作成したものです。 

町内で処理するごみは年間で 7,335t
であり、大半が可燃ごみです。1 人 1
日当たりのごみ排出量は 904g/(人・
日)と全国平均の 975※を下回っていま
す。 
詳細は巻末資料 資料 1～3 に記載

しています。 
※『環境省 一般廃棄物の排出及び処
理状況等（平成 23 年度）について』

 

可燃ごみ

(倶知安町)

26%

可燃ごみ

(羊蹄山麓

６ヶ町村)

31%
不燃ごみ

9%

資源ごみ

17%

粗大ごみ

0%

生ごみ

17%
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【小目標（３）】エネルギーの循環 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）再生可能エネルギーの導入による化石
燃料の使用削減(p.65) 

          

100％ 75％ 

○雪氷冷熱保存や地中熱ヒートポンプ、廃食油の再利用が行われています。 
○じゃがいもの雪氷冷熱保存を２事業者が継続的に行っています。 
○地中熱ヒートポンプを２事業者が継続的に利用しています。 
○廃食油を BDF 車両燃料やビニールハウス暖房燃料として利用しています。 

２）省エネルギーの推進による化石燃料の
使用削減(p.66) 

          

100％ 22％ 

○広報に省エネ効果事例を例示し、節電の呼掛けを行っています。 
○地球温暖化対策地域推進計画を策定し、省エネに繋がる行動例を示しています。 
○庁舎の光熱費調査、物件費抑制他、地球温暖化対策実行計画の取組を公表しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※これらの写真は COOL ENERGY 5（雪氷熱エネルギー活用事例集 5）」 

平成 24 年 3 月 経済産業省北海道経済産業局 より引用しました。 

用語説明 

○地中熱ヒートポンプ 

地中にある熱を不凍液など循環させることで熱を取り出す装置のこと。地中の熱は季節に

かかわらず安定している。 

○雪氷冷熱保存 

雪や氷のもつ冷熱エネルギー（冷たいエネルギー）を利用した保存方法。  

○BDF（バイオディーゼル燃料） 

てんぷら油から作られる軽油代替燃料の総称のこと。 

雪氷冷熱保存は観光資源

としての雪を再生可能な自

然エネルギーとしても積極

的に利用するものです。 

この取り組みは環境基本

計画で挙げるエネルギーの

循環のみならず、雪環境との

共生とも関連し、全道第 2

位の豪雪地ならではの試み

です。 
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【小目標（４）】循環をつなぐ土地利用 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）土地利用区分別の資源循環を結びつけ
る(p.67) 

          

76％ 43％ 

○じゃがいもの花情報発信事業を継続的に行っています。 
○GIS を利用した農地情報システムを導入し、土地利用区分の効率化を行っています。 
○緑のマスタープランを策定しています。 
○青少年サマー研修による尻別川いかだ下りを継続的に行っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※この背面図はくっちゃんじゃがいもの花情報ホームページより引用しました。

http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/town/nourin/nougyou/jagaimonohana/jagaimonohanatop.jsp 

くっちゃんじゃがい

もの花情報は、初夏に

畑一面をピンクのじゅ

うたんを敷き詰めたよ

うに咲く馬鈴しょの花

を毎年記録しているも

のであり、この光景は

倶知安の初夏の風物詩

となっています。 

※この写真は宿・自然生活体験センター冒険家族様の 

ホームページより引用しました。 

http://www.bouken-kazoku.com/ 

青少年サマー研修による尻別

川いかだ下りは、倶知安町青少年

育成会の主催によって毎年行わ

れている行事で、ＮＰＯ法人等が

実施しています。 

町内の多くの小学生が参加し、

自ら乗るいかだの作成から行い、

水遊びの楽しさや川でのレスキ

ューなど多方面から学ぶ総合学

習を展開しています。 

用語説明 

○GIS：Geographic Information System 

GIS は地図に様々な情報を盛り込み、位置と情報との関係を可視化する技術のこと。  
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※この記事は平成 24 年 12 月号の 

広報くっちゃんより引用しました。 

町認定農業者協議会による

農産物即売会は、農業者自ら消

費者と直接対面し農畜産物を

販売するものです。 

このような即売会は、農業者

と消費者との相互の理解と連

携を深め、第１次産業から第 3

次産業まで循環機能の保全を

目指す取り組みのひとつと言

えます。 

町の花と木について 

町では平成１０年１２月１１日に町の花と木を告示・制定しています。 

 

町の花 キバナシャクナゲ 

 北海道・東北の高山に自生する常緑の

小型灌木で、７～８月頃に黄色い５枚の

可燐な花びらをつけます。 

 キバナシャクナゲは羊蹄山、ニセコ山

系の代表的な高山植物です。 

 

町の木 イタヤカエデ 

 カエデ科の落葉樹で秋になると７枚

にくびれた葉が黄葉します。 

 町の公園や街路樹に広く分布し、特

に、沼の対岸には巨木が原生に近い森林

として存在しています。 

 スキー普及の初期、スキー板の材料に

されました。 
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【循環：2】循環による地球環境の保全 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

【小目標（１）】エネルギーの循環 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）温室効果ガスの発生抑制(p.69) 
          

92％ 67％ 

○地球温暖化対策地域推進計画を策定しています。 
○地域省エネビジョンを提示しています。 
○広報でサミットや二酸化炭素量を特集し、掲載しました。 

 

【小目標（１）】オゾンホール問題の対策 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）オゾンホール問題の対策(p.70) 
          

67％ 33％ 

○平成 24 年まで広域 7 町村でフロン処理車を共同所有していました。 
 
  

【循環：2】循環による地球環境の保全 
温暖化など地球環境への負荷の増大は、二酸化炭素を吸収する森林

などの能力以上の排出がその原因となっています。二酸化炭素など温
室効果物質の適正な循環の回復によって、地球環境の保全を目標とし
ます。 

 
○進捗状況の総括 

温室効果ガスの発生抑制は短期間及び中長期間も概ね計画通りに進
行しています。 
オゾンホール問題の対策は計画で予定した行動を行わなくても良い

ほど十分な対策がなされています。 
短期(平成18～22年) 中長期(平成23年以降) 

          
79％ 50％ 
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二酸化炭素排出量の推計値※は左図

に示すとおりであり、2011 年(平成 23

年)には 1990 年より 10%余り増加し

ていると推計されています。 

町民一人あたりの排出量については

概ね全国平均を下回っています。 

詳細は巻末資料 資料 4～13に記載し

ています。 

 
※環境省  地球温暖化対策地方公共団体
実行計画（区域施策編）策定マニュア
ル(第 1版)簡易版(平成 22年 8月)に基
づく推計値です。 

 

 

国の温室効果ガス排出削減目標と最新（速報値）を含む実績について 

国は温室効果ガス排出削減目標として、 

・1997 年 12 月に、2008 年～2012 年まで、基準年（1990 年度）比で６％削減 

・2010 年 1 月に、2013 年～2020 年まで、基準年比で前提条件※1付 25％削減 

としていましたが、東日本大震災及び東京電力福島第一原発事故の見直しにより、 

・2013 年 11 月に、2020 年まで、2005 年比で 3.8％削減 

と変更されました。 

これらの目標値と最新（速報値）を含む実績を以下のグラフにまとめました。 

実際の排出量は目標値を上回っていますが、森林吸収量※2と京都メカニズムクレジッ

ト※3を加味すると、おおむね排出削減目標を満足しています。 
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すべての主要国による公平かつ実効性のある国際的枠組みの構築と意欲的な目標の合意 

※2 森林吸収量 
新規・再植林や森林経営されている森林の二酸化炭素吸収量を排出削減量とすること 

※3 京都メカニズムクレジット 
他国での排出削減プロジェクトによる排出削減量を自国での排出削減量とすること 
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【共生】自然とくらしの共生 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

【小目標（１）】水環境との共生 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）親水性＝触れ合う機会の拡大(p.71) 
          

100％ 89％ 

○青少年サマー研修による尻別川いかだ下りを継続的に行っています。 
○くっちゃんワンダーキッズ（伝統・芸術・スポーツなどの校外学習講座）を展開。 

２）親水性＝近づきやすさの確保(p.72) 
          

67％ 42％ 

○ボランティアによる尻別川リバーパーク清掃・花壇整備を継続的に行っています。 

３）水質・きれいさの確保(p.73) 
          

93％ 67％ 

○尻別川流域において毎年水質調査を実施しています。 
○百年の森や風土館主体の各種観察調査が毎年複数回行われています。 
○後志・胆振流域森林・林業活性化センターを通じた伐採状況等の情報交換。 

４）水量の確保(p.74) 
          

50％ 17％ 

○開発行為に伴う河川構造物及び生態系の現状維持を指導しています。  

５）水辺地の緑の増大(p.75) 
          

0％ 17％ 

○周辺緑地の回廊化の立案の面で、旧胆振線跡地利用の検討がされたことがあります。 
 
 

【共生】自然とくらしの共生 
私たちの生活環境は、水辺や雪、緑、大気、音、景観など、自然環

境のさまざまな側面との間で、相互に強く影響しあっています。環境
への負荷を小さくするほど環境からの恵みが大きくなる循環を創造
し、自然とくらしの共生が実現されることを目指します。 

 
○進捗状況の総括 

ほとんどの課題が短期間及び中長期間通じて計画通り進行していま
す。緑化に関する課題や様々な情報を地図に示す GIS との統合は計画
が遅れていますが、今後事業化が検討されています 

短期(平成18～22年) 中長期(平成23年以降) 

          
79％ 53％ 
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【小目標（１）】水環境との共生 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

６）地下水汚染対策(p.76) 
          

67％ 56％ 

○生産履歴記帳運動や土壌分析事業を継続的に実施しています。 
○小中学校での学習で活用、最終処分場見学・資料の提供を行っています。 

 

  
※この記事は平成 23 年 4 月号の広報くっちゃんより引用しました。 

くっちゃんワンダーキッズは町内の小学生を中心とした体験型総合学習を展開し、

左記の近隣の登山以外に、積丹町で実施した「海を学ぼう」といった水環境との共生

の学習も行っています。 

尻別川は羊蹄山の麓を流れて日本海に
注ぐ一級河川です。水質調査は町内を流
れる尻別川の３箇所において、水質の把
握を目的に毎年行っています。 
これまでの調査で環境基準を超えるこ
とはありませんでした。 
詳細は巻末資料 資料 14～26に記載し
ています。 

下流 比羅夫橋 

中流 八号川・尻別川合流点 

上流 中野橋 

※この図は倶知安町のホームページより引用しました。 

http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 
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【小目標（２）】雪環境との共生 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）親雪＝冬の外出・冬のレクの活性化
(p.77) 

          

100％ 67％ 

○雪トピアフェスティバルやサマークロスカントリーなど関連施策を行っています。 
○百年の森において雪中キャンプを継続的に行っています。 
○じゃがりん号（町内循環バス）やナイト号（スキー場・町内間連絡バス）の運行。 

２）利雪＝雪氷冷熱エネルギーの利用
(p.78) 

          

89％ 44％ 

○じゃがいもの雪氷冷熱保存を２事業者が継続的に行っています。 
○映画撮影の場所提供およびエキストラの募集を行いました。 

３）克雪＝人と環境にやさしい除排雪の推
進(p.79) 

          

100％ 100％ 

○児童生徒の通学路等の除排雪事業を実施しています。 
○建築物指導要綱により雪の自己敷地内処理の推奨しており、補助金も支給しています。 
○敷地内雪対策支援事業他多くの施策により豪雪地帯において克雪がなされています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

倶知安の雪を最大限活用した雪トピ

アフェスティバルは毎年多くのお客様

が来られます。百年の森で行われる雪

中キャンプは倶知安ならではの行事と

して毎年行われています。 

じゃがりん号やナイト号は毎年利用

者が増加しています。 

雪環境との共生が実現しています。 

※これらの写真は倶知安町のホームページより引用しました。http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 

※この記事は平成 25 年 3 月号の 

広報くっちゃんより引用しました。 
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【小目標（３）】緑環境との共生 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）住環境の緑＝家の周りや庭の緑の充実
(p.80) 

          

75％ 33％ 

○グリーンフェスティバル事業の補助を行っています。 
○個人または町内会単位で自主的に花植を実施しています。 

２）都市の緑①＝公園の緑の充実(p.81) 
          

83％ 50％ 

○花と緑のまちづくり推進委員会運営事業の補助を行っています。 
○フラワーマスターの紹介を行っています。 
○緑のマスタープランを策定しています。 

３）都市の緑②＝道路沿いの緑の充実
(p.82) 

          

13％ 13％ 

○街路樹マップと様々な情報を地図に示す GISの統合は変化が確認できる期間をおいて
調査することを計画しています(GIS の説明は本文 7 ページ)。 

４）都市の緑③＝施設周辺の緑の充実
(p.83) 

          

100％ 50％ 

○乱開発を防ぐため景観地区の設定をしています。 
○百年の森主体の各種観察調査が毎年複数回行われています。 

５）農地の緑の保全(p.84) 
          

22％ 11％ 

○GISを利用した農地情報システムを導入しています(GISの説明は本文7ページ)。 

６）自然の緑①＝森林など自然の緑の保全
(p.85) 

          

100％ 44％ 

○百年の森で森あそび・木の曜日講座・森づくりの日他関連行事が行われています。 
○森林整備地域活動支援金や民有林の交付金で農地の緑の保全が行われています。 
○水源林造成事業の維持管理や水源保全条例による農地の緑の保全に努めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「倶知安町花と緑のまちづくり推進

委員会」は、平成 17 年 6 月 10 日にボ

ランティア・サポート・プログラムの

協定を交わした新しい団体です。 

左図で示す区間において、植樹帯の

花植え、維持管理を行い、道路沿線及

び地域の環境美化を行っています。 

※この図は国土交通省 北海道開発局 小樽開発建設部のホームページより引用しました。http://www.ot.hkd.mlit.go.jp/ 
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【小目標（４）】野生生物との共生 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）自然の緑②＝緑地に生息する野生生物
の生態系の維持(p.87) 

          

67％ 33％ 

○百年の森や風土館主体の各種観察調査（コウモリ・野鳥）が毎年数回行われています。 
○外来種であるアライグマの駆除を行っています。 

２）水辺に生息する野生生物の生態系の維
持(p.88) 

          

83％ 67％ 

○魚道設置提案他多岐の活動により、オビラメの会がイトウの再導入に成功しました。 
○開発行為に伴う河川構造物及び生態系の現状維持を指導しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アライグマはもともと日本にいなか

った外国の生物であり、農業被害の増

大や生態系への影響が懸念されるた

め、平成 23 年に入ってからは町内で６

頭捕獲されています。 

姿はタヌキと似ていますが、手足が

５本指であり、左図で示すように雪跡

がくっきりと残ります。キツネやタヌ

キの足跡は、全体的に形が丸くなって

います。 

タヌキの足跡 

アライグマの足跡 

後足 

前足 

※これらの写真は倶知安町のホームページより引用しました。 

http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 
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【小目標（５）】大気環境の保全 

目標実現に向けた課題 

( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）大気環境の保全(p.89) 
          

100％ 58％ 

○悪臭の苦情に対し、随時対応しています。 
○花と緑のまちづくり推進委員会運営事業の補助を行っています。 
○花いっぱい運動へ参加・協力しています。 
○大気環境の保全にも関係する地球温暖化対策地域推進計画を策定しています。 
○各種交通安全運動参加・開催、広報にエコドライブ記事を掲載・推奨しています。 
○緑の基本計画を策定しています。 
○ダイオキシン類測定分析を行っています。 
○百年の森あるいは風土館において星空観望会を行っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダイオキシン類の分析測定は毎年町
が実施し、ごみ焼却施設の排ガス、焼
却後の残さである飛灰と焼却灰、焼却
残さを受け入れる最終処分場から排出
される放流水と処分場周辺の地下水を
対象としています。 
参考までに測定している箇所の模式

図を左図に示します。 
これまでの調査で飛灰が基準を超過

することがありましたが、安定化処理
後最終処分しているため、周辺環境に
影響を与えておりません。その他は基
準値を大幅に下回り、適正な管理が行
われています。 
詳細は巻末資料 資料 27 に記載し

ています。 

用語説明 

○ダイオキシン類 

ダイオキシン類は水に溶けにくく脂肪に溶けやすいため、生物濃縮されやすく、自然分解

されにくい性質を持ちます。人に対して、発がんを促進する作用、甲状腺や免疫などの機能

の低下を引き起こすことが報告されています。発生源はごみ焼却ですが、製鋼用電気炉、自

動車排出ガスなども挙げられています。 

地下水 

放流水 

※これらの図は倶知安町清掃センターパンフレット、

倶知安町清掃事業概要より引用しました。 

排ガス 

焼却灰 
飛 灰 
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【小目標（６）】音環境の保全 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）音環境の保全(p.90) 
          

75％ 75％ 

○各種交通安全運動参加・開催、広報にエコドライブ記事を掲載・推奨しています。 
○自動車騒音・交通量測定を実施しています。 
○特定建設作業実施の届出許可や大型商業施設建設時の事前書類審査を行っています。 
○花と緑のまちづくり推進委員会運営事業を補助しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自動車交通騒音・交通量調査は、毎
年町が実施しています。 
左図で示す２箇所にて、道路沿道の

騒音と交通量、通過する車両の走行速
度を測定し、調査地点の状況（立地や
道路構造など）に相応しい環境基準や
要請限度を満足しているかを調べてい
ます。 
これまでの調査で環境基準を超える

ことはありませんでした。 
詳細は巻末資料 資料 28 に記載し

ています。 

 

用語説明 

○要請限度 

要請限度は、自動車騒音により道路周辺の生活環境が著しく損なわれると認めるときに、

市町村長が都道府県公安委員会に対して交通規制等の措置を講じるよう要請することや道

路管理者に対して道路構造の改善等について意見を述べることができる限度のことです。 

国道 5 号線 南 5 条東 1 丁目 

国道 276 号線 北 4 条東 6 丁目 

※この図は倶知安町のホームページより引用しました。 

http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 
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【小目標（７）】心に残る景観の創出 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）市街地景観の向上①＝街並みや公園な
どの景観の向上(p.91) 

          

67％ 56％ 

○倶知安町の美しい風景を守り育てる条例が公布され、景観地区が設定されました。 

２）市街地景観の向上②＝街角の清掃や美
化活動(p.92) 

          

100％ 100％ 

○春のクリーン作戦を毎年行っています。 
○フラワーマスターを紹介しています。 

３）水辺の景観の向上(p.93) 
          

100％ 50％ 

○開発行為に伴う河川構造物及び生態系の現状維持を指導しています。 

４）農村部の景観の向上(p.94) 
          

100％ 0％ 

○じゃがいもの花情報発信事業を継続的に行っています。 

５）自然の景観の向上(p.95) 
          

100％ 75％ 

○百年の森や風土館主体の各種観察調査が毎年数回行われています。 

６）冬の景観の活用(p.96) 
          

100％ 50％ 

○百年の森において雪中キャンプが毎年行われています。 
○雪トピアフェスティバルやサマークロスカントリーなど関連施策を行っています。 

【小目標（８）】歴史遺産の周辺環境の保全 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）文化遺産・産業遺産を含む歴史遺産と
その周辺の保全活動(p.97) 

          

67％ 33％ 

○風土館主体のふるさと探訪が毎年複数回行われています。 
 
 
 
 
 

※この記事は平成 25 年 6 月号の 

広報くっちゃんより引用しました。 

雪融けのごみが目立つ季節に本町では毎年春のクリー

ン作戦と称し、町中の清掃を行います。左図は民間企業

の方がボランティアで役場前の大通りを清掃されている

様子です。このような取り組みは環境基本計画で挙げる

心に残る景観の創出に繋がるものと考えられます。 
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【協働】協働で地域環境の再生 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【小目標（１）】住民参加と主体形成 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）住民参加の仕組みづくり(p.98) 
          

67％ 56％ 

○美しいまちづくり審議会で話題に挙がった案件について情報を提供・交換しています。 

２）情報共有の推進(p.99) 
          

42％ 8％ 

○庁内各課で運用している GIS の統合を検討しています(GIS の説明は本文 7 ページ)。 
○町が実施した環境調査や環境施策の進行状況を取りまとめ、本誌を作成しています。 

３）環境教育の推進(p.100) 
          

60％ 60％ 

○学校開放事業による生涯学習の振興と普及を図っています。 
○風土館学芸員によるテーマ選定、宿泊学習、報告を通じた総合学習をしています。 
○専任職員による百年の森の維持管理がなされており、様々な催し物が行われています。 

 
  

【協働】協働で地域環境の再生 
自然とくらしの共生。地域と地球を連結するさまざまな循環の仕組

み。いずれにおいても、私たち地域住民のかかわりは不可欠です。さ
まざまな立場を超えて連携を図る協働の総合力によって環境の潜在力
を引き出し、さまざまに循環する生態系の再生を目指します。 

 
○進捗状況の総括 

他の大目標より遅れがありますが、一部の課題は順調に進んでいま
す。今後は住民事業者行政の三者一体の事業展開が期待されます。 

短期(平成18～22年) 中長期(平成23年以降) 

          
55％ 47％ 

 

 

地域住民の方が主体となり、永

続的な地域維持の実現を試みるの

がニセコひらふ CID/BID です。 

※ニセコひらふ CID/BID の詳細は 

以下のホームページをご参照ください

http://www.hirafubid.com/?lang=ja 

用語説明 

○CID：Community Improvement District 

 全建物所有者から「コミュニティ分担金」を集

めて、地域の運営に利用します。 

○BID：Business Improvement District 

 主に商用建物所有者から「ビジネス分担金」を

集めて、観光活性化に利用します。 

 分担金を募り、地域維持活性化を図るもので、

海外で実施例があります。 
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【小目標（２）】協働による役割分担 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）事業者の主体的な活動(p.101) 
          

22％ 22％ 

○グリーンフェスティバル事業を補助しています。 

２）住民の主体的な活動(p.102) 
          

67％ 67％ 

○ニセコひらふ CID/BID による維持管理構想が進んでいます。 

３）行政の主体的な活動(p.103) 
          

83％ 61％ 

○地球温暖化対策地域推進計画を策定し、町から実践可能な行動例を示しています。 
○庁内備品は可能な限りグリーン購入しています。 

 

【小目標（３）】国際協力 国内外の人々との連携 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

1)国内外の人々との連携(p.104) 
          

50％ 50％ 

○国際観光推進員を設置し、観光協会振興事業他観光関連事業の補助を行っています。 
○国内外からの方の短期長期受け入れを継続的に実施しています。 
○オーストラリア DAY 参加協賛開催しています。 
○外国籍の人々の地域コミュニティ参加促進事業を行っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国内外有数のリゾート地である本町

は観光シーズン以外にも多くの方が長

期滞在し、滞在者同士や地域の方との

交流を図る目的で、左図のような会が

行われています。 

このような取り組みは環境基本計画

で挙げる国内外の人々との連携に繋が

るものと考えられます。 

 

※この記事は平成 25 年 9 月号の 

広報くっちゃんより引用しました。 
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環 境 デ ー タ 

 

環境白書本文で取り上げました環境調査結果を以下に示します。 
 
ごみ処理調査結果 平成 16～24 年のごみの受入状況 ........................................................... 資料 1 
ごみ処理調査結果 平成 16～24 年のごみの処理状況 ........................................................... 資料 2 
ごみ処理調査結果 平成 16～24 年のごみの引渡・売却・受入状況 ................................ 資料 3 
 

二酸化炭素排出量の推計値について .................................................................................................. 資料 4 
 

尻別川水質調査結果 中野橋・尻別川上流 平成 19～24 年のデータ ........................ 資料 14 
尻別川水質調査結果 八号川・尻別川合流点 平成 20～24 年のデータ .................... 資料 16 
尻別川水質調査結果 比羅夫橋・尻別川下流 平成 18～24 年のデータ .................... 資料 18 
 

ダイオキシン類分析測定 排ガス調査結果 平成 18～25 年のデータ ........................ 資料 27 
ダイオキシン類分析測定 焼却灰・飛灰調査結果 平成 18～25 年のデータ ........... 資料 27 
ダイオキシン類分析測定 放流水・地下水調査結果 平成 18～25 年のデータ ...... 資料 27 
 

自動車交通騒音・交通量・車両走行速度調査結果 平成 18～25 年のデータ ........... 資料 28 
 

 

 

 





ごみ処理調査結果 平成 16～24 年のごみの受入状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：清掃事業概要(平成 25 年度版) 平成 25 年 11 月 倶知安町 

24 23 22 21 20

収　　集 1,302 1,291 1,268 1,277 1,272

直接搬入 588 582 554 506 522

計 1,890 1,873 1,822 1,783 1,794

収　　集 347 358 347 335 339

直接搬入 334 316 285 250 253

計 681 674 632 585 592

収　　集 800 799 780 915 945

直接搬入 476 441 715 590 638

計 1,276 1,240 1,495 1,505 1,583

粗大ごみ
（ ）

収　　集 ― ― ― ― ―

収　　集 616 623 636 665 676

直接搬入 631 606 635 647 690

計 1,247 1,229 1,271 1,312 1,366

収　　集 3,065 3,071 3,031 3,192 3,232

直接搬入 2,029 1,945 2,189 1,993 2,103

計 5,094 5,016 5,220 5,185 5,335

15,424 15,081 15,246 15,204 15,239

904 911 938 934 959

2,241 2,202 2,175 2,091 2,126

7,335 7,218 7,395 7,276 7,461

19 18 17 16

収　　集 1,320 1,316 1,322 2,554

直接搬入 540 745 977 1,486

計 1,860 2,061 2,299 4,040

収　　集 359 365 358 361

直接搬入 237 458 543 656

計 596 823 901 1,017

収　　集 1,016 1,067 1,090 1,092

直接搬入 1,089 1,270 1,503 1,594

計 2,105 2,337 2,593 2,686

粗大ごみ 収　　集 ― ― 229 318

収　　集 691 706 760 65

直接搬入 738 784 875 70

計 1,429 1,490 1,635 135

収　　集 3,386 3,454 3,759 4,390

直接搬入 2,604 3,257 3,898 3,806

計 5,990 6,711 7,657 8,196

15,369 15,587 15,632 15,845

1,068 1,180 1,342 1,417

2,153 2,218 2,144 2,071

8,143 8,929 9,801 10,267

山麓6ヶ町村可燃ごみ搬入量(ｔ)

合 計 搬 入 量  (t)

不燃ごみ
（ｔ）

資源ごみ
（ｔ）

生 ご み
（ｔ）

計
（ｔ）

行政区域内人口（人）

1人1日当たり排出量(g/人･日)

ごみの受入状況     

可燃ごみ
（ｔ）

山麓6ヶ町村可燃ごみ搬入量(ｔ)

1人1日当たり排出量(g/人･日)

項目　　　　　　　　　　年度

可燃ごみ
（ｔ）

不燃ごみ
（ｔ）

資源ごみ
（ｔ）

生 ご み
（ｔ）

計
（ｔ）

行政区域内人口（人）

合 計 搬 入 量  (t)
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ごみ処理調査結果 平成 16～24 年のごみの処理状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：清掃事業概要(平成 25 年度版) 平成 25 年 11 月 倶知安町 

可燃物

24 23 22 21 20

273 281 276 277 277

4,384 4,320 4,215 4,084 4,135

倶知安町分 2,143 2,118 2,040 1,993 2,009

山麓６ヶ町村分 2,241 2,202 2,175 2,091 2,126

709 705 715 696 703

倶知安町分 342 327 350 344 329

山麓６ヶ町村分 367 378 365 352 374

19 18 17 16

278 203 214 261

4,234 4,560 4,762 6,452

倶知安町分 2,081 2,342 2,618 4,381

山麓６ヶ町村分 2,153 2,218 2,144 2,071

703 742 730 991

倶知安町分 344 382 426 743

山麓６ヶ町村分 359 360 304 248

不燃物

24 23 22 21 20

137 142 128 122 130

459 463 437 409 415

破砕可燃物 245 245 221 211 210

破砕不燃物 171 173 169 154 159

鉄プレス 43 45 47 44 46

19 18 17 16

124 158 175 171

438 535 616 655

破砕可燃物 227 288 317 359

破砕不燃物 162 184 225 223

鉄プレス 49 62 74 73

最終処分

24 23 22 21 20

695 670 676 637 625

焼却残渣 342 327 350 344 329

破砕不燃物 171 173 169 154 159

処理困難物 160 154 144 126 122

直接埋立 22 16 13 13 15

19 18 17 16

628 747 1,033 1,507

焼却残渣 344 343 426 743

破砕不燃物 162 185 225 224

処理困難物 112 152 190 217

直接埋立 10 67 192 323

破砕処理稼動日数

破砕処理量
（ ）

最終処分場埋立量
（ ）

焼却残渣 (ｔ）

最終処分場埋立量

破砕処理稼動日数

破砕処理量

焼却稼動日数　  （日）

焼却処理量（ｔ）

焼却残渣 (ｔ）

焼却稼動日数　  （日）

焼却処理量（ｔ）
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ごみ処理調査結果 平成 16～24 年のごみの引渡・売却・エコガレージ資源受入状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

出典：清掃事業概要(平成 25 年度版) 平成 25 年 11 月 倶知安町 

エコガレージ資源受入状況

24 23 22 21 20 19 18 17

208 209 206 207 206 208 207 209

16,547 16,346 17,574 20,382 19,656 18,594 17,257 16,256

大　人 15,650 15,562 16,789 19,514 18,776 17,837 16,583 15,513

子　供 897 784 785 868 880 757 674 743

160 172 192 217 230 272 194 173

10/14（日） 12/30（金） 4/4（日） 12/27（日） 3/29（日） 12/30（日） 12/30（土） 4/3（日）

79.5 78.2 85.3 98.5 95.4 89.4 83.4 75.6

144,770 149,077 134,065 124,015 126,616 125,361 126,656 120,692

145 149 134 124 127 125 127 121

※  受入曜日及び時間    水・金・土・日曜日    午前９時から午後５時まで

受入資源ごみ総重量（t)

受入資源ごみ総重量（㎏)

受入日数（日）

利用者総数（人）

１日最大利用者数（人）

１日平均利用者数（人）

引渡状況 （単位：ｔ）

品        目 24 23 22 21 20 19 18 17 16

新聞 259 276 299 326 362 422 423 413 424

雑誌 98 89 104 104 120 142 154 149 153

ダンボール 236 211 400 405 435 799 898 1,020 1,036

紙パック 6 6 7 6 7 8 9 9 10

ミックスペーパー 34 29 32 32 34 35 67 99 96

紙製容器包装 81 96 103 95 93 128 123 122 135

プラ製容器包装 217 177 192 208 193 215 238 251 287

ペットボトル 73 73 70 55 65 70 77 91 87

びん類 167 176 182 167 168 173 203 247 252

びん類(ワンウェイ) 154 165 171 167 168 173 203 247 252

びん類(リターナブル) 13 11 11 － － － － － －

アルミ缶プレス 44 40 55 44 43 44 47 59 64

鉄プレス（鉄缶含） 88 77 100 95 98 107 135 173 191

鉄プレス（清掃センター排出分） － － － 44 46 49 62 74 73

鉄缶 － － － 51 52 58 73 99 118

スクラップ 43 32 53 36 40 37 67 186 259

発泡スチロール（溶解） 3 3 3 4 3 3 15 17 16

古着・古布 1 1 1 － － － － － －

小型廃家電 15 0 0 － － － － － －

乾電池 4 4 4 4 4 5 4 8 3

蛍光管 1 1 2 3 3 3 6 9 5

計 1,370 1,291 1,607 1,584 1,668 2,191 2,800 2,853 3,018

売却状況 （単位：千円）

24 23 22 21 20 19 18 17 16

資　源　売　却　額 16,201 14,697 16,723 17,186 3,895 17,648 20,225 13,824 11,222

資源ごみ引渡・売却状況

資料 3 

 



二酸化炭素排出量の推計値について 
 

 環境白書本文に示す二酸化炭素排出量の推計値は以下のように推計しました。 
 
○推計手法 
 推計方法は、「環境省 地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）策定マニュ
アル（第１版）簡易版 平成２２年８月」に基づき、次ページに示すとおりです。 
 詳細は上記の策定マニュアルをご覧ください（環境省のホームページから入手すること
ができます http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=12783 ）。 
 
○推計結果 
 推計結果一覧は以下のとおりであり、個別の推計方法はページ以降に示します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

　　　　　　　　　

トンCO2/年

平成2年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

1990年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

産業部門
製造業

17,359 22,609 21,099 21,825 26,097 14,980 14,112 10,106 12,825

産業部門
建設業・鉱業

3,502 2,539 2,559 2,310 2,255 2,223 2,353 2,098 2,366

産業部門
農林水産業

11,636 12,386 12,753 13,250 13,363 13,149 10,901 9,151 9,538

①産業部門 32,497 37,534 36,412 37,385 41,714 30,352 27,366 21,355 24,729

②家庭部門 32,091 34,999 34,238 33,243 34,611 34,182 30,686 28,461 33,508

③業務部門 36,671 44,949 49,621 48,326 46,435 48,300 40,290 39,178 58,718

運輸部門
旅客自動車

17,185 22,866 21,687 21,025 20,926 20,255 20,836 20,745 19,938

運輸部門
貨物自動車

12,651 13,304 12,234 12,107 11,949 11,979 11,525 11,482 11,092

運輸部門
自動車計

29,836 36,170 33,921 33,132 32,875 32,234 32,361 32,227 31,029

運輸部門
鉄道

1,051 980 982 933 1,016 971 920 917 1,042

④運輸部門 30,887 37,150 34,903 34,064 33,891 33,206 33,281 33,144 32,072

⑤廃棄物部門 2,930 2,163 2,071 1,923 1,878 1,855 1,914 1,962 1,991

合計
(①＋②＋③＋④＋⑤） 135,076 156,795 157,246 154,941 158,529 147,895 133,537 124,101 151,017

トンCO2/人

倶知安町の人口（人） 17,833 16,140 15,956 15,779 15,733 15,458 15,352 15,384 15,353

一人あたりの
排出量町内

7.57 9.71 9.85 9.82 10.08 9.57 8.70 8.07 9.84

一人あたりの
排出量全国

9.23 10.00 10.03 9.87 10.12 9.48 8.91 9.30 9.71

　　　　　　　　　年
部門等

資料 4 
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産業部門 
製造業 推計方法 

 町内の製造業から排出される二酸化炭素排出量は、製造品出荷額等に比例するものと
仮定し、以下の式にしたがって推計しました。 

 

 
北海道の製造業炭素排出量(千トン炭素)

北海道の製造品出荷額等(万円)
 ×  町の製造品出荷額等(万円） × 

44
12 × 1000 

 

 

 

 
出典 
北海道の製造業炭素排出量 
 経済産業省 資源エネルギー庁 都道府県別エネルギー消費統計 
 年度ごとの炭素単位表にある製造業の“総合計/帰属消費･排出量”を引用しました。 
 入手先URL 
 http://www.enecho.meti.go.jp/info/statistics/regional-energy/result-2.htm 
 
北海道の製造品出荷額等 
 経済産業省 工業統計調査 
 年度ごとの製造品出荷額等を引用しました。 
 入手先URL 
 http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kougyo/result-2.html 
 
町の製造品出荷額等 
 同上です。 

 

年度 
北海道の 

製造業炭素排出量 
(千トン炭素) 

北海道の 
製造品出荷額等 

(万円) 

町の製造品出荷額等
(万円) 

製造業の 
二酸化炭素排出量 

(トンCO2) 
平成 2 3,909 593,249,514 718,439 17,359 

平成16 4,103 526,264,840 790,881 22,609 

平成17 4,308 546,468,218 729,986 21,099 

平成18 4,417 574,959,206 774,731 21,825 

平成19 4,935 573,959,506 827,775 26,097 

平成20 4,602 591,742,414 525,303 14,980 

平成21 3,907 520,255,091 512,499 14,112 

平成22 3,735 595,286,420 439,238 10,106 

平成23 4,066 605,213,251 520,604 12,825 

 

  

北海道の製造品出荷額等あたりの  
炭素排出量 (千トン炭素 /万円 ) 

分子量から炭素排出量を  
二酸化炭素排出量に変換  

千トンを  
トンに変換  

町の製造品出荷額等を掛け合わせる  
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産業部門 
建設業・鉱業 推計方法 

 町内の建設業・鉱業から排出される二酸化炭素排出量は、建設業・鉱業の従業者数に
比例するものと仮定し、以下の式にしたがって推計します。 
 
 

北海道の建設業・鉱業炭素排出量(千トン炭素)

北海道の従業者数(人)
 ×町の従業者数（人） ×  

44
12 × 1000 

 

 

 

年度 

北海道の 
建設業・鉱業 
炭素排出量 

(千トン炭素) 

北海道の 
建設業・鉱業 
の従業者数(人) 

町の 
建設業・鉱業の 
従業者数(人) 

建設業・鉱業の 
二酸化炭素排出量 

(トンCO2) 

平成 2 398 324,954 779 3,502 

平成16 243 227,330 648 2,539 

平成17 245 227,330 648 2,559 

平成18 221 227,330 648 2,310 

平成19 216 227,330 648 2,255 

平成20 213 227,330 648 2,223 

平成21 239 221,470 594 2,353 

平成22 227 168,697 426 2,098 

平成23 256 168,697 426 2,366 
 
出典 
北海道の建設業・鉱業炭素排出量 
 経済産業省 資源エネルギー庁 都道府県別エネルギー消費統計 
 年度ごとの炭素単位表にある建設業・鉱業の “総合計/帰属消費･排出量”を引用しま
した。 
 入手先URL 
 http://www.enecho.meti.go.jp/info/statistics/regional-energy/result-2.htm 
 
北海道の建設業・鉱業の従業者数 
 総務省 統計局 
 平成2年は平成3年の事業所統計調査、平成16～20年は平成18年の事業所・企業統
計調査、平成21年は平成21年の経済センサス、平成22～23年は平成24年の経済セン
サスから建設業・鉱業の従業者数を引用しました。 
 入手先URL 
 http://www.stat.go.jp/data/e-census/index.htm 
 
町の建設業・鉱業の従業者数 
 同上です。 

 

 

町の建設業・鉱業の従業者数を掛け合わせる  

北海道の建設業・鉱業の従業者数  
あたりの炭素排出量 (千トン炭素 /人 ) 

分子量から炭素排出量を  
二酸化炭素排出量に変換  

 

千トンを  
トンに変換  
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産業部門 
農林水産業 推計方法 

 町内の農林水産業から排出される二酸化炭素排出量は、農林水産業の従業者数に比例
するものと仮定し、以下の式にしたがって推計します。 

 

北海道の農林水産業炭素排出量(千トン炭素)

北海道の従業者数(人)
 ×町の従業者数（人） ×  

44
12 × 1000 

 

 

 

年度 

北海道の 
農林水産業 
炭素排出量 

(千トン炭素) 

北海道の 
農林水産業の 
従業者数(人) 

町の農林水産業の 
従業者数(人) 

農林水産業の 
二酸化炭素排出量 

(トンCO2) 

平成 2 868 45,387 166 11,636 

平成16 682 36,538 181 12,386 

平成17 702 36,538 181 12,753 

平成18 729 36,538 181 13,250 

平成19 736 36,538 181 13,363 

平成20 724 36,538 181 13,149 

平成21 649 47,803 219 10,901 

平成22 633 34,476 136 9,151 

平成23 659 34,476 136 9,538 
 
出典 
北海道の農林水産業炭素排出量 
 経済産業省 資源エネルギー庁 都道府県別エネルギー消費統計 
 年度ごとの炭素単位表にある農林水産業の  “総合計/帰属消費･排出量”を引用しま
した。 
 入手先URL 
 http://www.enecho.meti.go.jp/info/statistics/regional-energy/result-2.htm 
 
北海道の農林水産業の従業者数 
 総務省 統計局 
 平成2年は平成3年の事業所統計調査、平成16～20年は平成18年の事業所・企業統
計調査、平成21年は平成21年の経済センサス、平成22～23年は平成24年の経済セン
サスから農林水産業の従業者数を引用しました。 
 入手先URL 
 http://www.stat.go.jp/data/e-census/index.htm 
 
町の農林水産業の従業者数 
 同上です。 

 
  

北海道の農林水産業の従業者数  
あたりの炭素排出量 (千トン炭素 /人 ) 

分子量から炭素排出量を  
二酸化炭素排出量に変換  

 

千トンを  
トンに変換  

町の農林水産業の従業者数を掛け合わせる  
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家庭部門 推計方法 

 町内の家庭から排出される二酸化炭素排出量は、世帯数に比例するものと仮定し、以
下の式にしたがって推計します。 

 

北海道の家庭部門炭素排出量(千トン炭素)

北海道の世帯数(世帯)
 ×町の世帯数（世帯） ×  

44
12 × 1000 

 

 

 

年度 

北海道の 
家庭部門 
炭素排出量 

(千トン炭素) 

北海道の世帯数  
(人) 

町の世帯数  
(人) 

家庭部門の 
二酸化炭素 

排出量(トンCO2) 

平成 2 2,758 2,126,689 6,750 32,091 

平成16 3,337 2,545,184 7,280 34,999 

平成17 3,317 2,580,577 7,265 34,238 

平成18 3,191 2,599,764 7,387 33,243 

平成19 3,374 2,618,005 7,325 34,611 

平成20 3,359 2,637,145 7,320 34,182 

平成21 3,006 2,654,310 7,390 30,686 

平成22 2,791 2,670,572 7,426 28,461 

平成23 3,315 2,685,761 7,403 33,508 
 
出典 
北海道の家庭部門炭素排出量 
 経済産業省 資源エネルギー庁 都道府県別エネルギー消費統計 
 年度ごとの炭素単位表にある家庭部門の “総合計/帰属消費･排出量”を引用しまし
た。 
 入手先URL 
 http://www.enecho.meti.go.jp/info/statistics/regional-energy/result-2.htm 
 
北海道の世帯数 
 総務省 住民基本台帳等 
 年度ごとの北海道の世帯数を引用しました。 
 入手先URL 
 http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/daityo/gaiyou.html 
 
町の世帯数 
 同上です。 

 

 

北海道の世帯数あたりの  
炭素排出量 (千トン炭素 /世帯 ) 

分子量から炭素排出量を  
二酸化炭素排出量に変換  

 

千トンを  
トンに変換  

町の世帯数を掛け合わせる  
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業務部門 推計方法 

 町内の民生業務から排出される二酸化炭素排出量は、その事業所の床面積に比例する
ものと仮定し、以下の式にしたがって推計します。 

 

 
北海道の業務部門炭素排出量(千トン炭素)

北海道の事業所の床面積(𝑚𝑚2)
 ×町の事業所の床面積(𝑚𝑚2) ×  

44
12 × 1000 

 

 

 

年度 

北海道の 
業務部門 
炭素排出量 

(千トン炭素) 

北海道の事業所の 
床面積  
(m2) 

町の事業所の 
床面積  
(m2) 

家庭部門の 
二酸化炭素 

排出量(トンCO2) 

平成 2 2,413 46,987,835 194,787 36,671 

平成16 2,957 46,987,835 194,787 44,949 

平成17 3,115 46,987,835 204,170 49,621 

平成18 2,926 47,989,757 216,170 48,326 

平成19 3,016 48,640,065 204,238 46,435 

平成20 3,156 48,940,449 204,238 48,300 

平成21 2,640 49,067,672 204,238 40,290 

平成22 2,570 49,131,480 204,238 39,178 

平成23 3,836 48,923,840 204,238 58,718 
 
出典 
北海道の家庭部門炭素排出量 
 経済産業省 資源エネルギー庁 都道府県別エネルギー消費統計 
 年度ごとの炭素単位表にある業務部門の “総合計/帰属消費･排出量”を引用しまし
た。 
 入手先URL 
 http://www.enecho.meti.go.jp/info/statistics/regional-energy/result-2.htm 
 
北海道の事業所の床面積 
 総務省 固定資産の価格等の概要調書 
 年度ごとの北海道の事業所の床面積を引用しました。 
 入手先URL 
 http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/ichiran08.html 
 
町の事業所の床面積 
 同上と町の資料より、事業所の床面積を引用しました。 

 

 

北海道の事業所の床面積あたりの  
炭素排出量 (千トン炭素 /世帯 ) 

分子量から炭素排出量を  
二酸化炭素排出量に変換  

 

町の事業所の床面積を掛け合わせる  

千トンを  
トンに変換  
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運輸部門 
旅客乗用車 推計方法 

 町内の自動車から排出される二酸化炭素排出量は、保有台数に比例するものと仮定し、
以下の式にしたがって推計します。自動車は旅客乗用車と貨物自動車に分けて推計し、
以下は旅客乗用車の場合を示します。 

 

 
全国の旅客乗用車炭素排出量(千トン炭素)

全国の旅客乗用車保有台数(台)
 ×町の旅客乗用車保有台数(台) × 

44
12

× 1000 

 

 

 

年度 
全国の旅客乗用車 

炭素排出量 
(千トン炭素) 

全国の旅客乗用車 
保有台数 

(台) 

町の旅客乗用車 
保有台数 

(台) 

旅客乗用車の 
二酸化炭素 

排出量(トンCO2) 
平成 2 24,487 38,139,077 7,300 17,185 

平成16 36,871 59,775,087 10,110 22,866 

平成17 35,453 60,665,917 10,121 21,687 

平成18 34,567 61,145,523 10,143 21,025 

平成19 34,569 61,237,782 10,110 20,926 

平成20 33,553 61,413,894 10,111 20,255 

平成21 34,282 61,648,245 10,219 20,836 

平成22 34,258 61,877,114 10,219 20,745 

平成23 34,140 62,458,314 9,948 19,938 
 
出典 
全国の旅客乗用車炭素排出量 
 経済産業省 資源エネルギー庁 総合エネルギー統計 
 年度ごとの炭素単位表にある旅客乗用車の  “総合計/帰属消費･排出量”を引用しま
した。 
 入手先URL 
 http://www.enecho.meti.go.jp/info/statistics/jukyu/result-2.htm 
 
全国の旅客乗用車保有台数 
 一般財団法人自動車検査登録情報協会 自動車保有台数統計データ 
 年度ごとの乗用車と乗合車の合計を引用しました。 
 入手先URL 
 http://www.airia.or.jp/ 
 
町の旅客乗用車保有台数 
 年度ごとの乗用車と乗合車の合計を町の資料より引用しました。 

 
 
  

全国の旅客乗用車保有台数  
あたりの炭素排出量 (千トン炭素 /台 ) 

分子量から炭素排出量を  
二酸化炭素排出量に変換  

 

千トンを  
トンに変換  

町の旅客乗用車保有台数を掛け合わせる  
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運輸部門 
貨物自動車 推計方法 

 貨物自動車についても、旅客乗用車同様に推計します。 

 

全国の貨物自動車炭素排出量(千トン炭素)

全国の貨物自動車保有台数(台)
 ×町の貨物自動車保有台数(台) × 

44
12 × 1000 

 

 
 

年度 
全国の貨物自動車 

炭素排出量 
(千トン炭素) 

全国の貨物自動車 
保有台数 

(台) 

町の貨物自動車 
保有台数 

(台) 

貨物自動車の 
二酸化炭素 

排出量(トンCO2) 
平成 2 25,792 22,359,773 2,991 12,651 

平成16 25,519 18,503,793 2,631 13,304 

平成17 24,775 18,326,143 2,468 12,234 

平成18 24,703 18,090,572 2,418 12,107 

平成19 24,659 17,842,980 2,358 11,949 

平成20 24,059 17,386,648 2,361 11,979 

平成21 23,014 17,045,250 2,328 11,525 

平成22 22,577 16,783,659 2,328 11,482 

平成23 21,772 16,654,270 2,314 11,092 
 
出典 
全国の貨物自動車炭素排出量 
 経済産業省 資源エネルギー庁 総合エネルギー統計 
 年度ごとの炭素単位表にある貨物自動車の  “総合計/帰属消費･排出量”を引用しま
した。 
 入手先URL 
 http://www.enecho.meti.go.jp/info/statistics/jukyu/result-2.htm 
 
全国の旅客乗用車保有台数 
 一般財団法人自動車検査登録情報協会 自動車保有台数統計データ 
 年度ごとの貨物車と特種（殊）車の合計を引用しました。 
 入手先URL 
 http://www.airia.or.jp/ 
 
町の旅客乗用車保有台数 
 年度ごとの貨物車と特種（殊）車の合計を町の資料より引用しました。 

 
 
  

全国の貨物自動車保有台数  
あたりの炭素排出量 (千トン炭素 /台 ) 

分子量から炭素排出量を  
二酸化炭素排出量に変換  

 

千トンを  
トンに変換  

町の貨物自動車保有台数を掛け合わせる  
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運輸部門 
鉄道 推計方法 

 町内の鉄道から排出される二酸化炭素排出量は、人口に比例するものと仮定し、以下
の式に従って推計します。 
 この推計方法は、鉄道がない場合も鉄道から二酸化炭素が排出されているものとみな
されます。 

 

全国の運輸鉄道炭素排出量(千トン炭素)

全国の人口(人)
 ×町の人口(人) ×  

44
12 × 1000 

 

 

 

年度 
全国の運輸鉄道 
炭素排出量 

(千トン炭素) 

全国の人口 
(人) 

町の人口 
(人) 

運輸鉄道の 
二酸化炭素 

排出量(トンCO2) 
平成 2 1,979 123,156,678 17,833 1,051 

平成16 2,104 127,058,530 16,140 980 

平成17 2,133 127,055,025 15,956 982 

平成18 2,048 127,053,471 15,779 933 

平成19 2,238 127,066,178 15,733 1,016 

平成20 2,178 127,076,183 15,458 971 

平成21 2,076 127,057,860 15,352 920 

平成22 2,063 126,923,410 15,384 917 

平成23 2,345 126,659,683 15,353 1,042 
 
出典 
全国の運輸鉄道炭素排出量 
 経済産業省 資源エネルギー庁 都道府県別エネルギー消費統計 
 年度ごとの炭素単位表にある旅客鉄道と貨物鉄道の合計を “総合計/帰属消費･排出
量”を引用しました。 
 入手先URL 
 http://www.enecho.meti.go.jp/info/statistics/jukyu/result-2.htm 
 
北海道の人口 
 総務省 住民基本台帳等 
 年度ごとの北海道の人口を引用しました。 
 入手先URL 
 http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/daityo/gaiyou.html 
 
町の人口 
 同上です。 

 
 

全国の人口あたりの  
炭素排出量 (千トン炭素 /人 ) 

分子量から炭素排出量を  
二酸化炭素排出量に変換  

 

千トンを  
トンに変換  

町の人口を掛け合わせる  
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運輸部門 
船舶 推計方法 

町には港湾がないため、推計を行いません。 

 

廃棄物部門 推計方法 

 町が管理する一般廃棄物焼却施設から排出される二酸化炭素は、焼却処理量に比例す
るものと仮定し、以下の式にしたがって推計します。 

 

 

焼却処理量(トン) × (0.145 × 2.69 + 0.028 × 2.29) 

 

 

 

年度 
町が管理する一般廃棄物の処理量 

(トン) 
廃棄物部門の二酸化炭素排出量 

(トンCO2) 
平成 2 6,452 2,930 

平成16 4,762 2,163 

平成17 4,560 2,071 

平成18 4,234 1,923 

平成19 4,135 1,878 

平成20 4,084 1,855 

平成21 4,215 1,914 

平成22 4,320 1,962 

平成23 4,384 1,991 
 
出典 
町が管理する一般廃棄物の処理量 
 環境省 廃棄物処理技術情報 一般廃棄物処理実態調査結果 
 年度ごとの処理量を引用しました。 
 入手先URL 
 http://www.env.go.jp/recycle/waste_tech/ippan/index.html 

 
 
  

町が管理する一般廃棄物  
焼却施設の処理量 (トン ) 

廃プラスチックの排出係数
(トン炭素 /トン処理量 ) 

水分率、プラスチック類比率  
が把握できない場合の係数  

合成繊維比率全国平均値  
(単位なし ) 

合成繊維の排出係数  
(トン炭素 /トン処理量 ) 
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尻別川水質調査結果 中野橋・尻別川上流 平成 19～24 年のデータ(1/2 ページ) 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：倶知安町ホームページ http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成24年11月14日 平成24年5月29日

2 採水時刻 時分 － 11:50 10:00

3 気温 (℃) － 11.8 14.3

4 水温 (℃) － 6.4 8.3

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上

8 天候 － － 曇 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.4 7.4

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.5未満   0.5未満   

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 5.4 3.9

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 11.9 11.9

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 130  490  

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成23年11月28日 平成23年6月1日

2 採水時刻 時分 － 8:45 13:50

3 気温 (℃) － 2.0 22.0

4 水温 (℃) － 2.0 9.5

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上

8 天候 － － 曇 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.2 7.4

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.5未満   0.5未満   

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 5.0 2.4

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 13.4 11.6

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 330  23  

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成22年11月17日 平成22年5月24日

2 採水時刻 時分 － 10:05 10:05

3 気温 (℃) － 3.0 3.0

4 水温 (℃) － 4.2 4.2

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上

8 天候 － － 曇 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.2 7.1

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.9 0.5未満   

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 1 5.4

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 12.9 11.8

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 49  7.8

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成21年11月4日 平成21年5月20日

2 採水時刻 時分 － 12:00 11:50

3 気温 (℃) － 9.3 20.2

4 水温 (℃) － 6.1 8.9

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上

8 天候 － － 曇 晴

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.5 7.3

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.5未満   0.5未満   

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 1.7 3.8

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 12.9 12.4

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 79  26  

中野橋・尻別川上流

中野橋・尻別川上流
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尻別川水質調査結果 中野橋・尻別川上流 平成 19～24 年のデータ(2/2 ページ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：倶知安町ホームページ http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 

 

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成20年11月4日 平成20年5月15日

2 採水時刻 時分 － 15:05 15:10

3 気温 (℃) － 3.0 10.2

4 水温 (℃) － 3.9 9.0

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上

8 天候 － － 曇時々雪 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.3 7.5

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.5未満   0.8

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 1.9 2.3

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 12.5 11.9

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 240  790  

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成19年8月1日 平成19年8月2日

2 採水時刻 時分 － － －

3 気温 (℃) － 25.7 22.4

4 水温 (℃) － 13.5 12.6

5 色相・外観 － － － －

6 臭気 － － － －

7 透視度 (度) － 30以上 30以上

8 天候 － － 曇 晴

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 8.1 7.3

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 1.5 0.6

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 1未満     1未満     

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 12  12  

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 79  220  
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尻別川水質調査結果 八号川・尻別川合流点 平成 20～24 年のデータ(1/2 ページ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：倶知安町ホームページ http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 

 

 

 

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成24年11月14日 平成24年7月5日 平成24年5月29日

2 採水時刻 時分 － 12:30 12:30 10:45

3 気温 (℃) － 12.0 12.0 14.2

4 水温 (℃) － 6.4 6.4 8.3

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上 50以上

8 天候 － － 曇 曇 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.3 7.3 7.4

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.5未満   0.9 0.5未満   

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 7.3 6.6 10.8

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 11.8 10.1 11.6

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 220  240  240  

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成23年11月28日 平成23年7月26日 平成23年6月1日

2 採水時刻 時分 － 9:10 14:40 12:50

3 気温 (℃) － 2.0 24.5 18.0

4 水温 (℃) － 2.3 17.2 9.5

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上 50以上

8 天候 － － 曇 曇 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.2 7.4 7.3

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.5未満   0.5未満   0.5未満   

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 4.8 3.0 4.5

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 13.6 11.0 11.9

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 330  240  130  

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成22年11月17日 平成22年7月15日 平成22年5月24日

2 採水時刻 時分 － 9:30 13:00 11:00

3 気温 (℃) － 3.2 25.1 12.5

4 水温 (℃) － 4.4 17.4 7.6

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明 微灰白色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上 50以上

8 天候 － － 曇 晴 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.2 7.3 7.2

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 1.0 0.5未満   0.5未満   

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 3.1 4.1 8.0

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 13.1 10.6 11.5

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 240  79  33  

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成21年11月4日 平成21年7月31日 平成21年5月20日

2 採水時刻 時分 － 11:35 11:50 11:20

3 気温 (℃) － 8.0 25.5 20.8

4 水温 (℃) － 5.0 15.5 8.2

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上 50以上

8 天候 － － 晴 晴 晴

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.4 7.4 7.2

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.5未満   0.5未満   0.5未満   

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 2.0 2.6 5.8

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 12.9 10.1 12.8

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 490  940  110  

八号川・尻別川合流点

八号川・尻別川合流点

八号川・尻別川合流点

八号川・尻別川合流点

項目

現
地
測
定
項
目

生
活
環
境
項
目

項目

現
地
測
定
項
目

生
活
環
境
項
目

項目

現
地
測
定
項
目

生
活
環
境
項
目

項目

現
地
測
定
項
目

生
活
環
境
項
目

資料 16 

 

http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp


尻別川水質調査結果 八号川・尻別川合流点 平成 20～24 年のデータ(2/2 ページ) 

 
 
 
 
 
 
 

 
出典：倶知安町ホームページ http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成20年11月4日 平成20年7月3日 平成20年5月15日

2 採水時刻 時分 － 14:30 9:40 14:45

3 気温 (℃) － 3.0 22.5 11.8

4 水温 (℃) － 3.6 15.5 11.8

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上 50以上

8 天候 － － 曇時々雪 曇 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.3 7.6 7.5

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.5未満 0.5未満 0.9

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 2.1 3.3 3.5

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 13.1 11.3 12.0

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 280  3,300  1,300  
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尻別川水質調査結果 比羅夫橋・尻別川下流 平成 18～24 年のデータ(1/9 ページ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典：倶知安町ホームページ http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 

 
 
 

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成24年11月14日 平成24年5月29日

2 採水時刻 時分 － 13:15 9:30

3 気温 (℃) － 12.0 14.0

4 水温 (℃) － 7.0 9.3

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上

8 天候 － － 曇 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.3 7.2

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.5未満   0.7

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 4.7 5.9

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 12.1 11.7

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 4,900  330  

1 カドミウム (mg/L)  0.01以下 － 0.0003未満

2 全シアン (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.1未満)

3 鉛 (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

4 六価クロム (mg/L)  0.05以下 － 0.005未満

5 砒素 (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

6 総水銀 (mg/L)  0.005以下 － 0.00005未満

7 アルキル水銀 (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.00005未満)

8 PCB (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.00005未満)

9 ジクロロメタン (mg/L)  0.02以下 － 0.001未満

10 四塩化炭素 (mg/L)  0.002以下 － 0.0002未満

11 1,2-ジクロロエタン (mg/L)  0.004以下 － 0.0002未満

12 1,1-ジクロロエチレン (mg/L)  0.1以下 － 0.001未満

13 シス-1,2-ジクロロエチレン (mg/L)  0.04以下 － 0.001未満

14 1,1,1-トリクロロエタン (mg/L)  1以下 － 0.001未満

15 1,1,2-トリクロロエタン (mg/L)  0.006以下 － 0.0002未満

16 トリクロロエチレン (mg/L)  0.03以下 － 0.001未満

17 テトラクロロエチレン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

18 1,3-ジクロロプロペン (mg/L)  0.002以下 － 0.0002未満

19 チウラム (mg/L)  0.006以下 － 0.0006未満

20 シマジン (mg/L)  0.003以下 － 0.0003未満

21 チオベンカルブ (mg/L)  0.02以下 － 0.002未満

22 ベンゼン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

23 セレン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

24 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 (mg/L) 10以下 － 0.37

25 ふっ素 (mg/L)  0.8以下 － 0.05未満

26 ほう素 (mg/L)  1以下 － 0.03

27 1,4-ジオキサン (mg/L)  0.05以下 － 0.005未満
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尻別川水質調査結果 比羅夫橋・尻別川下流 平成 18～24 年のデータ(2/9 ページ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：倶知安町ホームページ http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 

 

 

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成23年11月28日 平成23年6月1日

2 採水時刻 時分 － 10:05 11:20

3 気温 (℃) － 4.1 18.0

4 水温 (℃) － 3.7 9.5

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上

8 天候 － － 曇 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.2 7.2

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.5未満   0.5未満   

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 5.7 5.5

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 13.0 12.0

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 940  33  

1 カドミウム (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

2 全シアン (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.1未満)

3 鉛 (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

4 六価クロム (mg/L)  0.05以下 － 0.005未満

5 砒素 (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

6 総水銀 (mg/L)  0.005以下 － 0.00005未満

7 アルキル水銀 (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.00005未満)

8 PCB (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.00005未満)

9 ジクロロメタン (mg/L)  0.02以下 － 0.001未満

10 四塩化炭素 (mg/L)  0.002以下 － 0.0002未満

11 1,2-ジクロロエタン (mg/L)  0.004以下 － 0.0002未満

12 1,1-ジクロロエチレン (mg/L)  0.1以下 － 0.001未満

13 シス-1,2-ジクロロエチレン (mg/L)  0.04以下 － 0.001未満

14 1,1,1-トリクロロエタン (mg/L)  1以下 － 0.001未満

15 1,1,2-トリクロロエタン (mg/L)  0.006以下 － 0.0002未満

16 トリクロロエチレン (mg/L)  0.03以下 － 0.001未満

17 テトラクロロエチレン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

18 1,3-ジクロロプロペン (mg/L)  0.002以下 － 0.0002未満

19 チウラム (mg/L)  0.006以下 － 0.0006未満

20 シマジン (mg/L)  0.003以下 － 0.0003未満

21 チオベンカルブ (mg/L)  0.02以下 － 0.002未満

22 ベンゼン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

23 セレン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

24 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 (mg/L) 10以下 － 0.34

25 ふっ素 (mg/L)  0.8以下 － 0.05未満

26 ほう素 (mg/L)  1以下 － 0.02

27 1,4-ジオキサン (mg/L)  0.05以下 － －
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尻別川水質調査結果 比羅夫橋・尻別川下流 平成 18～24 年のデータ(3/9 ページ) 
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単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成22年11月17日 平成22年5月24日

2 採水時刻 時分 － 9:00 10:00

3 気温 (℃) － 2.7 13.1

4 水温 (℃) － 4.3 7.7

5 色相・外観 － － 無色・透明 微灰白色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上

8 天候 － － 曇 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.1 7.1

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 1.0 0.5未満   

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 4.5 6.7

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 12.7 12.4

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 49  49  

1 カドミウム (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

2 全シアン (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.1未満)

3 鉛 (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

4 六価クロム (mg/L)  0.05以下 － 0.005未満

5 砒素 (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

6 総水銀 (mg/L)  0.005以下 － 0.00005未満

7 アルキル水銀 (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.00005未満)

8 PCB (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.00005未満)

9 ジクロロメタン (mg/L)  0.02以下 － 0.001未満

10 四塩化炭素 (mg/L)  0.002以下 － 0.0002未満

11 1,2-ジクロロエタン (mg/L)  0.004以下 － 0.0002未満

12 1,1-ジクロロエチレン (mg/L)  0.1以下 － 0.001未満

13 シス-1,2-ジクロロエチレン (mg/L)  0.04以下 － 0.001未満

14 1,1,1-トリクロロエタン (mg/L)  1以下 － 0.001未満

15 1,1,2-トリクロロエタン (mg/L)  0.006以下 － 0.0002未満

16 トリクロロエチレン (mg/L)  0.03以下 － 0.001未満

17 テトラクロロエチレン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

18 1,3-ジクロロプロペン (mg/L)  0.002以下 － 0.0002未満

19 チウラム (mg/L)  0.006以下 － 0.0006未満

20 シマジン (mg/L)  0.003以下 － 0.0003未満

21 チオベンカルブ (mg/L)  0.02以下 － 0.002未満

22 ベンゼン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

23 セレン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

24 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 (mg/L) 10以下 － 0.32

25 ふっ素 (mg/L)  0.8以下 － 0.05未満

26 ほう素 (mg/L)  1以下 － 0.02未満

27 1,4-ジオキサン (mg/L)  0.05以下 － －
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尻別川水質調査結果 比羅夫橋・尻別川下流 平成 18～24 年のデータ(4/9 ページ) 
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単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成21年11月4日 平成21年5月20日

2 採水時刻 時分 － 11:10 10:30

3 気温 (℃) － 7.5 19.5

4 水温 (℃) － 4.2 7.7

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上

8 天候 － － 晴 晴

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.7 7.0

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 0.5未満   0.5未満   

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 1.1 6.4

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 13.3 12.5

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 130  79  

1 カドミウム (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

2 全シアン (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.1未満)

3 鉛 (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

4 六価クロム (mg/L)  0.05以下 － 0.005未満

5 砒素 (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

6 総水銀 (mg/L)  0.005以下 － 0.00005未満

7 アルキル水銀 (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.00005未満)

8 PCB (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.00005未満)

9 ジクロロメタン (mg/L)  0.02以下 － 0.001未満

10 四塩化炭素 (mg/L)  0.002以下 － 0.0002未満

11 1,2-ジクロロエタン (mg/L)  0.004以下 － 0.0002未満

12 1,1-ジクロロエチレン (mg/L)  0.1以下 － 0.001未満

13 シス-1,2-ジクロロエチレン (mg/L)  0.04以下 － 0.001未満

14 1,1,1-トリクロロエタン (mg/L)  1以下 － 0.001未満

15 1,1,2-トリクロロエタン (mg/L)  0.006以下 － 0.0002未満

16 トリクロロエチレン (mg/L)  0.03以下 － 0.001未満

17 テトラクロロエチレン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

18 1,3-ジクロロプロペン (mg/L)  0.002以下 － 0.0002未満

19 チウラム (mg/L)  0.006以下 － 0.0006未満

20 シマジン (mg/L)  0.003以下 － 0.0003未満

21 チオベンカルブ (mg/L)  0.02以下 － 0.002未満

22 ベンゼン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

23 セレン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

24 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 (mg/L) 10以下 － 0.23

25 ふっ素 (mg/L)  0.8以下 － 0.05未満

26 ほう素 (mg/L)  1以下 － 0.02未満

27 1,4-ジオキサン (mg/L)  0.05以下 － －
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尻別川水質調査結果 比羅夫橋・尻別川下流 平成 18～24 年のデータ(5/9 ページ) 
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単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成20年11月4日 平成20年5月15日

2 採水時刻 時分 － 13:40 13:50

3 気温 (℃) － 4.1 13.5

4 水温 (℃) － 4.8 9.2

5 色相・外観 － － 無色・透明 無色・透明

6 臭気 － － 無臭 無臭

7 透視度 (度) － 50以上 50以上

8 天候 － － 曇時々雪 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.5 7.5

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 1.7 0.8

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 3.0 2.6

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 12.2 12.4

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 790  790  

1 カドミウム (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

2 全シアン (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.1未満)

3 鉛 (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

4 六価クロム (mg/L)  0.05以下 － 0.005未満

5 砒素 (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

6 総水銀 (mg/L)  0.005以下 － 0.00005未満

7 アルキル水銀 (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.00005未満)

8 PCB (mg/L) 検出されないこと － 不検出(0.00005未満)

9 ジクロロメタン (mg/L)  0.02以下 － 0.001未満

10 四塩化炭素 (mg/L)  0.002以下 － 0.0002未満

11 1,2-ジクロロエタン (mg/L)  0.004以下 － 0.0002未満

12 1,1-ジクロロエチレン (mg/L)  0.1以下 － 0.001未満

13 シス-1,2-ジクロロエチレン (mg/L)  0.04以下 － 0.001未満

14 1,1,1-トリクロロエタン (mg/L)  1以下 － 0.001未満

15 1,1,2-トリクロロエタン (mg/L)  0.006以下 － 0.0002未満

16 トリクロロエチレン (mg/L)  0.03以下 － 0.001未満

17 テトラクロロエチレン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

18 1,3-ジクロロプロペン (mg/L)  0.002以下 － 0.0002未満

19 チウラム (mg/L)  0.006以下 － 0.0006未満

20 シマジン (mg/L)  0.003以下 － 0.0003未満

21 チオベンカルブ (mg/L)  0.02以下 － 0.002未満

22 ベンゼン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

23 セレン (mg/L)  0.01以下 － 0.001未満

24 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 (mg/L) 10以下 － 0.35

25 ふっ素 (mg/L)  0.8以下 － 0.05未満

26 ほう素 (mg/L)  1以下 － 0.04

27 1,4-ジオキサン (mg/L)  0.05以下 － －
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尻別川水質調査結果 比羅夫橋・尻別川下流 平成 18～24 年のデータ(6/9 ページ) 
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単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成19年11月1日 平成19年8月1日

2 採水時刻 時分 － － －

3 気温 (℃) － 10.1 24.2

4 水温 (℃) － 6.2 21.0

5 色相・外観 － － － －

6 臭気 － － － －

7 透視度 (度) － 30以上 30以上

8 天候 － － 曇 曇

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.6 7.9

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 1.5 2.1

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 1未満 1.0

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 12  8.7

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 110  49  

1 カドミウム (mg/L)  0.01以下 － －

2 全シアン (mg/L) 検出されないこと － －

3 鉛 (mg/L)  0.01以下 － －

4 六価クロム (mg/L)  0.05以下 － －

5 砒素 (mg/L)  0.01以下 － －

6 総水銀 (mg/L)  0.005以下 － －

7 アルキル水銀 (mg/L) 検出されないこと － －

8 PCB (mg/L) 検出されないこと － －

9 ジクロロメタン (mg/L)  0.02以下 － －

10 四塩化炭素 (mg/L)  0.002以下 － －

11 1,2-ジクロロエタン (mg/L)  0.004以下 － －

12 1,1-ジクロロエチレン (mg/L)  0.1以下 － －

13 シス-1,2-ジクロロエチレン (mg/L)  0.04以下 － －

14 1,1,1-トリクロロエタン (mg/L)  1以下 － －

15 1,1,2-トリクロロエタン (mg/L)  0.006以下 － －

16 トリクロロエチレン (mg/L)  0.03以下 － －

17 テトラクロロエチレン (mg/L)  0.01以下 － －

18 1,3-ジクロロプロペン (mg/L)  0.002以下 － －

19 チウラム (mg/L)  0.006以下 － －

20 シマジン (mg/L)  0.003以下 － －

21 チオベンカルブ (mg/L)  0.02以下 － －

22 ベンゼン (mg/L)  0.01以下 － －

23 セレン (mg/L)  0.01以下 － －

24 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 (mg/L) 10以下 － －

25 ふっ素 (mg/L)  0.8以下 － －

26 ほう素 (mg/L)  1以下 － －

27 1,4-ジオキサン (mg/L)  0.05以下 － －
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尻別川水質調査結果 比羅夫橋・尻別川下流 平成 18～24 年のデータ 7/9 ページ) 
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単位 環境基準 比羅夫橋　尻別川下流

1 採取年月日 年月日 － 平成19年5月16日

2 採水時刻 時分 － －

3 気温 (℃) － 20.7

4 水温 (℃) － 6.8

5 色相・外観 － － －

6 臭気 － － －

7 透視度 (度) － 30以上

8 天候 － － 晴

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 6.9

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 1.7

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 8.0

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 12  

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 130  

1 カドミウム (mg/L)  0.01以下 0.001未満

2 全シアン (mg/L) 検出されないこと 不検出(0.1未満)

3 鉛 (mg/L)  0.01以下 0.005未満

4 六価クロム (mg/L)  0.05以下 0.005未満

5 砒素 (mg/L)  0.01以下 0.005未満

6 総水銀 (mg/L)  0.005以下 0.0005未満

7 アルキル水銀 (mg/L) 検出されないこと 不検出(0.0005未満)

8 PCB (mg/L) 検出されないこと 不検出(0.0005未満)

9 ジクロロメタン (mg/L)  0.02以下 0.002未満

10 四塩化炭素 (mg/L)  0.002以下 0.0002未満

11 1,2-ジクロロエタン (mg/L)  0.004以下 0.0004未満

12 1,1-ジクロロエチレン (mg/L)  0.1以下 0.002未満

13 シス-1,2-ジクロロエチレン (mg/L)  0.04以下 0.004未満

14 1,1,1-トリクロロエタン (mg/L)  1以下 0.001未満

15 1,1,2-トリクロロエタン (mg/L)  0.006以下 0.0006未満

16 トリクロロエチレン (mg/L)  0.03以下 0.002未満

17 テトラクロロエチレン (mg/L)  0.01以下 0.0005未満

18 1,3-ジクロロプロペン (mg/L)  0.002以下 0.0002未満

19 チウラム (mg/L)  0.006以下 0.0006未満

20 シマジン (mg/L)  0.003以下 0.0003未満

21 チオベンカルブ (mg/L)  0.02以下 0.002未満

22 ベンゼン (mg/L)  0.01以下 0.001未満

23 セレン (mg/L)  0.01以下 0.002未満

24 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 (mg/L) 10以下 －

25 ふっ素 (mg/L)  0.8以下 －

26 ほう素 (mg/L)  1以下 －

27 1,4-ジオキサン (mg/L)  0.05以下 －
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尻別川水質調査結果 比羅夫橋・尻別川下流 平成 18～24 年のデータ(8/9 ページ) 
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単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成18年11月15日 平成18年8月2日

2 採水時刻 時分 － － －

3 気温 (℃) － 7.4 20.8

4 水温 (℃) － 4.9 18.6

5 色相・外観 － － － －

6 臭気 － － － －

7 透視度 (度) － 30以上 30以上

8 天候 － － 晴 晴

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 7.2 7.9

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 1.3 2.6

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 4  2  

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 12  13  

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 1.8未満   130  

1 カドミウム (mg/L)  0.01以下 － －

2 全シアン (mg/L) 検出されないこと － －

3 鉛 (mg/L)  0.01以下 － －

4 六価クロム (mg/L)  0.05以下 － －

5 砒素 (mg/L)  0.01以下 － －

6 総水銀 (mg/L)  0.005以下 － －

7 アルキル水銀 (mg/L) 検出されないこと － －

8 PCB (mg/L) 検出されないこと － －

9 ジクロロメタン (mg/L)  0.02以下 － －

10 四塩化炭素 (mg/L)  0.002以下 － －

11 1,2-ジクロロエタン (mg/L)  0.004以下 － －

12 1,1-ジクロロエチレン (mg/L)  0.1以下 － －

13 シス-1,2-ジクロロエチレン (mg/L)  0.04以下 － －

14 1,1,1-トリクロロエタン (mg/L)  1以下 － －

15 1,1,2-トリクロロエタン (mg/L)  0.006以下 － －

16 トリクロロエチレン (mg/L)  0.03以下 － －

17 テトラクロロエチレン (mg/L)  0.01以下 － －

18 1,3-ジクロロプロペン (mg/L)  0.002以下 － －

19 チウラム (mg/L)  0.006以下 － －

20 シマジン (mg/L)  0.003以下 － －

21 チオベンカルブ (mg/L)  0.02以下 － －

22 ベンゼン (mg/L)  0.01以下 － －

23 セレン (mg/L)  0.01以下 － －

24 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 (mg/L) 10以下 － －

25 ふっ素 (mg/L)  0.8以下 － －

26 ほう素 (mg/L)  1以下 － －

27 1,4-ジオキサン (mg/L)  0.05以下 － －

比羅夫橋　尻別川下流
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尻別川水質調査結果 比羅夫橋・尻別川下流 平成 18～24 年のデータ(9/9 ページ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：倶知安町ホームページ http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 

 

 

単位 環境基準

1 採取年月日 年月日 － 平成18年7月5日 平成18年5月17日

2 採水時刻 時分 － － －

3 気温 (℃) － 24 23.5

4 水温 (℃) － 18.5 6.1

5 色相・外観 － － － －

6 臭気 － － － －

7 透視度 (度) － 30以上 30以上

8 天候 － － 晴 晴

1 pH(水素イオン濃度) － 6.5以上8.5以下 － 6.8

2 BOD(生物化学的酸素要求量) (mg/L) 3以下 － 0.5未満

3 SS(浮遊物質量) (mg/L) 25以下 － 32  

4 DO(溶存酸素量) (mg/L) 5以上 － 12  

5 大腸菌群数 (MPN/100mL) 5,000以下 － 130  

1 カドミウム (mg/L)  0.01以下 0.001未満 －

2 全シアン (mg/L) 検出されないこと 不検出(0.1未満) －

3 鉛 (mg/L)  0.01以下 0.005未満 －

4 六価クロム (mg/L)  0.05以下 0.005未満 －

5 砒素 (mg/L)  0.01以下 0.005未満 －

6 総水銀 (mg/L)  0.005以下 0.0005未満 －

7 アルキル水銀 (mg/L) 検出されないこと 不検出(0.0005未満) －

8 PCB (mg/L) 検出されないこと 不検出(0.0005未満) －

9 ジクロロメタン (mg/L)  0.02以下 0.002未満 －

10 四塩化炭素 (mg/L)  0.002以下 0.0002未満 －

11 1,2-ジクロロエタン (mg/L)  0.004以下 0.0004未満 －

12 1,1-ジクロロエチレン (mg/L)  0.1以下 0.002未満 －

13 シス-1,2-ジクロロエチレン (mg/L)  0.04以下 0.004未満 －

14 1,1,1-トリクロロエタン (mg/L)  1以下 0.001未満 －

15 1,1,2-トリクロロエタン (mg/L)  0.006以下 0.0006未満 －

16 トリクロロエチレン (mg/L)  0.03以下 0.002未満 －

17 テトラクロロエチレン (mg/L)  0.01以下 0.0005未満 －

18 1,3-ジクロロプロペン (mg/L)  0.002以下 0.0002未満 －

19 チウラム (mg/L)  0.006以下 0.0006未満 －

20 シマジン (mg/L)  0.003以下 0.0003未満 －

21 チオベンカルブ (mg/L)  0.02以下 0.002未満 －

22 ベンゼン (mg/L)  0.01以下 0.001未満 －

23 セレン (mg/L)  0.01以下 0.005未満 －

24 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 (mg/L) 10以下 － －

25 ふっ素 (mg/L)  0.8以下 － －

26 ほう素 (mg/L)  1以下 － －

27 1,4-ジオキサン (mg/L)  0.05以下 － －
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ダイオキシン類分析測定 排ガス調査結果 平成 18～25 年のデータ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダイオキシン類分析測定 焼却灰・飛灰調査結果 平成 18～25 年のデータ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダイオキシン類分析測定 放流水・地下水調査結果 平成 18～25 年のデータ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：清掃事業概要(平成 25 年度版) 平成 25 年 11 月 倶知安町 

単位：ng－TEQ/m3N １号炉排ガス ２号炉排ガス

環境基準 10    10    

平成25年1月31日 0.051 0.030

平成24年8月1日 0.048 0.0075

平成24年1月18日 0.032 0.0020

平成23年7月6日 0.037 0.00038

平成23年1月19日 0.00085 0.00025

平成22年7月8日 0.00073 0.00038

平成22年1月8日 0.00024 0.00025

平成21年7月1日 0.00061 0.0040

平成21年1月9日 0.0062 0.020

平成20年7月2日 0.012 0.015

平成20年1月17日 0.011 0.011

平成19年7月5日 0.0096 0.013

平成19年1月17日 0.020 0.0050

平成18年7月5日 0.028 0.0048

単位：ng－TEQ/g １号炉焼却灰 ２号炉焼却灰 飛灰

環境基準 3 3 3

平成25年2月1日 0.00016 0.0065 5.3

平成24年8月2日 定量下限値未満 定量下限値未満 7.1

平成24年1月19日 0.0069 0.0031 5.7

平成23年7月7日 0.0028 0.0033 5.6

平成23年1月20日 0.0050 0.0031 4.2

平成22年7月9日 0.0011 定量下限値未満 1.8

平成22年1月9日 定量下限値未満 定量下限値未満 4.2

平成21年7月2日 定量下限値未満 定量下限値未満 3.4

平成21年1月10日 0.0023 定量下限値未満 1.1

平成20年7月3日 0.0034 0.0016 2.2

平成20年1月18日 0.0031 0.00077 3.7

平成19年7月6日 0.00072 0.0012 1.6

平成19年1月17日 0.0032 0.0052 1.9

平成18年7月5日 0.0010 0.0018 2.1

単位：pg-TEQ/L 放流水 地下水下流

環境基準 10    1

平成25年8月1日 0.000099 0.29

平成24年8月7日 0.16 0.067

平成23年8月9日 0.0057 0.069

平成22年8月5日 0.0040 0.00024

平成21年8月6日 0.0062 0.064

平成20年8月7日 0.0081 0.0049

平成19年2月18日 0.00014 0.00020

平成18年9月21日 0.0042 0.018
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自動車交通騒音・交通量・車両走行速度調査結果 平成 18～25 年のデータ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出典：倶知安町ホームページ http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 

等価騒音レベル1)

(dB)

環境基準 70以下

要請限度 75

H25.7.23 10時から24時間 67 6 7 109 1 51.9

H24.10.25 6時から24時間 68 5 8 116 0 54.1

H23.10.5 10時から24時間 67 4 7 109 0 56.1

H22.10.13 10時から24時間 68 5 4 109 0 56.1

H21.11.5 15時から24時間 67 5 8 111 0 53.7

H20.9.29 10時から24時間 67 5 4 109 1 59.2

H19.10.1 10時から24時間 67 5 8 119 1 58.5

H18.10.3 11時から24時間 69 6 8 121 1 56.4

等価騒音レベル1)

(dB)

環境基準 65以下

要請限度 70

H25.7.23 10時から24時間 58 0 0 12 0 55.7

H24.10.25 6時から24時間 60 1 1 10 0 56.4

H23.10.5 10時から24時間 59 1 1 10 0 55.8

H22.10.13 10時から24時間 59 1 1 10 0 58.3

H21.11.5 15時から24時間 58 0 1 9 0 55.4

H20.9.29 10時から24時間 61 0 1 11 0 59.9

H19.10.1 10時から24時間 60 1 1 12 0 66.4

H18.10.3 11時から24時間 60 1 1 9 0 57.9

等価騒音レベル1)

(dB)

環境基準 70以下

要請限度 75

H25.7.23 10時から24時間 62 3 2 46 1 52.1

H24.10.25 6時から24時間 63 4 3 45 0 56.0

H23.10.5 10時から24時間 63 3 2 49 0 51.0

H22.10.13 10時から24時間 63 4 2 47 0 58.9

H21.11.5 15時から24時間 64 3 4 44 0 49.5

H20.9.29 10時から24時間 62 3 3 45 1 51.5

H19.10.1 10時から24時間 63 3 2 38 0 52.5

H18.10.3 11時から24時間 62 2 4 42 0 50.6

等価騒音レベル1)

(dB)

環境基準 65以下

要請限度 70

H25.7.23 10時から24時間 54 0 0 7 0 51.7

H24.10.25 6時から24時間 56 1 0 8 0 55.8

H23.10.5 10時から24時間 55 1 0 4 0 53.9

H22.10.13 10時から24時間 55 1 0 4 0 61.2

H21.11.5 15時から24時間 56 1 0 4 0 49.5

H20.9.29 10時から24時間 55 0 0 5 0 53.3

H19.10.1 10時から24時間 56 1 1 4 0 59.1

H18.10.3 11時から24時間 51 0 0 2 0 53.9

1)等価騒音レベル

2)4車種区分

3)自動車交通量
4)走行速度

国道5号線・南５条東１丁目

国道276号線・北４条東６丁目

騒音レベルのエネルギーに関する時間平均値であり、人間の生理・心理的反応
に比較的よく対応する評価量
大型車Ⅰはプレートナンバー1、8、2の大型番号標及び9、0ナンバー、大型車Ⅱ
はナンバー1、8、2の小型番号標、小型車は大型車Ⅰ・大型車Ⅱ・二輪車以外、
二輪車は二輪自動車・原動機付自転車を示す
毎正時から10分間（例えば、6:00～6:10)に通過した上下車線の車両数の平均

大型車I 大型車II 小型車 二輪車 (km/h)

4車種区分2)自動車交通量3)

走行速度4)

(台/10 分)

大型車I 大型車II 小型車

上記の時間帯に通過した車両の上下車線の平均値

昼間6～22時

夜間22～6時

昼間6～22時

夜間22～6時
4車種区分2)自動車交通量3)

走行速度4)

(台/10 分)

大型車I 大型車II 小型車 二輪車 (km/h)

4車種区分2)自動車交通量3)

走行速度4)

(台/10 分)

二輪車 (km/h)

4車種区分2)自動車交通量3)

走行速度4)

(台/10 分)

大型車I 大型車II 小型車 二輪車 (km/h)
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